





Support for a Child with Interpersonal-relations Difficulty
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２．般化を見通す重要性
まず、個別学習では、一人でできる ipadのゲーム
から取り組んだ。一人でできる単純なゲームを体験
することで、ゲームそのものの楽しさを体感し、友
達と勝負してみたいと思うようになり、対戦するこ
とを楽しみにするようにした。
また、個別学習→グループ学習（チャレンジタイ
ム→お楽しみタイム）と同じゲームを行うようにし
た。個別学習の段階で、わからないことは質問しな
がらルールを理解した。事前に個別学習すること
で、説明の聞きのがしや理解不足の解消につながり
自信をもって活動に取り組めるようになった。１度
学習していることで安心感もあり、落ち着いて話を
聞くこともできるようになり、活動もスムーズに
なった。そして、友達との関わり方も話し方が丁寧
になり、あいさつやお礼なども身についてきたこと
から、笑顔が増えてきた。個別学習、グループ学
習、交流学級での学習と場所や人が変わっても内容
が理解できていることで活動に参加する時間も増え
てきたと思われる。このように、般化と安心感は表
裏一体の要因であることが示唆される。
チャレンジタイムでは、ワークシートを使って最
後までゲームを楽しみ、お楽しみタイムでは、ワー
クシートを使わずゲームをするというように、少し
ずつステップアップしていった。その結果、休み時
間にも自主的にゲームをするようになり、異学年の
友達をさそったり、なかまにいれてもらったりする
ことができるようになった。楽しいゲームを繰り返
すことで、いろいろなスキルを同時に学ぶことがで
き、少しずつ定着させることができたと思われる。
３．支援学級での対人関係支援におけるゲームの有
用性と活用性
楽しいゲームは本児の意欲をかき立てた。ゲーム
を進めるためには、ルールに従う、順番を守る、気
持ちを言葉で表現する、気持ちを切りかえるなどが
必要であることに本児が気付いたと思われる。そし
て、なかまと楽しくゲームすることの心地よさとそ
の成功体験の積み重ねが本児を大きく変えていった
と思われる。対人関係に困難を抱える児童にとって
のゲームの有用性が示唆された。
自閉症・情緒障害特別支援学級は現在、全国で
その設置が相次いでいる。文部科学省の調査１）２）で
も、特別支援教育実施前の平成18年度（当時は特殊
学級）と平成24年度を比較すると、学級数は1.61倍、
その在籍者数は2.05倍となっている。学級担任の
専門性の担保や在籍する児童の多様化等より、「自
閉症・情緒障害特別支援学級では何をするのか？」
は、全国各地で大きな課題となっている。今回取り
組んだゲームはその活用性もさることながら、在籍
する児童にとっても大変有用な実践となることが示
されたと考える。
なお、本研究は、研究テーマ「対人関係に困難を
抱える児童の包括的支援─なかまと楽しめるゲーム
を通して─」の一貫として行われた。本研究及び調
査研究等の成果の総合的な考察と提言を今後試みる
予定である。その研究成果は「平成25年度千葉県長
期研修生　研究報告書─特別支援教育─」（千葉県
総合教育センター）及び補足資料に掲載を予定して
いる。合わせて、ご覧頂きたい。 
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